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コンセプトと対象スコープ 

• 小規模事業者、中小企業にITカイゼンを促進するための 
プラットフォーム 

• 各種業務テンプレートで機能網羅性を確認しながら、徐々にシス
テム化を進め、小さな成功を積み重ねていくアプローチに適する 
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小さく成功を 

積み上げて 

できることから 

はじめて、 

大きく育てる！ 

コンセプト 対象スコープ 
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特徴と主なコンポーネント 

• 独自色の強い業務はkintoneで「お絵かき」構築 

• 基本的なものづくり業務を行うためのアプリケーション 
テンプレート（顧客管理、案件管理、見積管理、販売管理、 
生産管理、購買管理）はコンテキサーを利用 
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フロントエンド・コンポーネント 

バックヤード・コンポーネント 

会計システム 
 

中
小
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プラットフォーム 
と柔軟に連携 

kintone（きんとーん） 

Contexer（コンテキサー） 

E-mail / Web / mobile 

CSV / REST API 

CSV / API 

経営 
営業・マーケ 
企画 
業務、設計・生産 

経営 
営業・マーケ 
企画 
業務、設計・生産 

見積 受注 設計 製造 出荷 
納品・
売上 
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利用例（IVI-WG参加企業での例） 

• フロントエンド（黄色、前工程・意思決定業務） 

• バックヤード（白色、確定情報の処理業務） 

4 
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当プラットフォームのつながる仕組み 

• kintoneとContexer間は相互のデータ連携APIを利用してつない
でおり、同様の方法で様々なコンポーネントとつながることが可能 
(kintoneはAPI仕様が公開済、ContexerクラウドデータベースもAPI仕様公開準備中) 
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（出典:Gartner「Magic Quadrant for Enterprise 
Application Platform as a Service, Worldwide」
Paul Vincent et al, 24 March 2016 ） 
本図表は、ガートナー・リサーチの発行物の一部であり、発行物全
体のコンテクストにおいてご覧いただく必要があり ます。ガートナーの
発行物は、リクエストにより サイボウズからご提供することが可能で
す。 ガートナーは、ガートナー・リサーチの発行物に掲載された特定
のベンダー、製品またはサービスを推奨するものでは ありません。ま
た、最高のレーティング又はその他の評価を得たベンダーのみを選
択するように助言するものではあり ません。ガートナー・リサーチの発
行物は、ガートナー・リサーチの見解を表したものであり、事実を表
現したものでは ありません。ガートナーは、明示または黙示を問わ
ず、本リサーチの商品性や特定目的への適合性を含め、一切の保 
証を行うものではありません。 

本社の
Contexer 

SaaS、PaaS 

Office系 
ツールなど 

A工場のContexer 

B工場のContexer 

パブリッククラウド 

API 
Gateway ESB・EAI 

ビジネス 
パートナー、 
顧客 

API 

企業 

支社の
Contexer 

API利用 

その他の連携 

ビジネス部門主導、市民開発者による
革新システムの高速開発 

サーバレス 

高生産性 
aPaaS 

 
（kintone） 

※コンポーネント間の連携を最も拡張したイメージ図です。 
   構成例は、その都度変わります。 

つながる仕組みのイメージ図 
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実証実験 
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2H01：中小企業の水平連携に
おける技術情報の伝達と共有 

2H02：中小企業の水平連携と
進捗の見える化 ※昨年からの継続部分 

概要 
 
 
 

連携する製造企業間で、試作案件の
ように変更が起こりやすい顧客からの
要求仕様を共有しつつ、各企業のノウ
ハウとなる生産仕様の情報をクローズ
管理する 

連携する製造企業間で、引合などの
案件情報や、企業間の受発注、およ
び受発注に関わる工程進捗の情報を
見える化・共有する 
※工程進捗データを現場センサーから収集、可視化、
共有する部分は富士通殿のプラットフォームで検証 

利用形態 
 
 
 
 
 
 

Contexerを利用 kintone/Contexer双方を利用し連携 

プラットフォーマー 
として 
得られた成果 

• コミュニケーションを円滑に行うコン
ポーネントとしてのkintoneの重要性 

• 確実なセキュリティ確保とユーザーフレ
ンドリーなデータのアクセス制御 

• kintone/Contexer両コンポーネン
ト間の接続実用性の確認 

• センサーのような新たなコンポーネント
とつなぐ時のデータ仕様（例えばvol、頻

度、構造など）の事前理解の重要性 

A社 
Contexer 

A社の 
クローズデータ 

共有データ 

C社 B社 

案件情報・ 
コミュニケーション 
Kintone共有アプリ 

共有 
データ 

A社 A社 B社 C社 

共有 
データ 
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IVIプラットフォームの枠組みへの感想・期待 
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• 感想 

IVIでの考え方や他プラットフォームの考え方を踏まえ、自社らの
製品のプラットフォームとしての要素、コンポーネントとしての要素
を振り返る良い機会となった 
 

• IVIのゆるやかな標準への対応について 

主なコンポーネントであるkintone/Contexerともにデータモデ
ル自体から定義可能なので、IVI共通データモデルに合わせたも
のを用意していくアプローチは可能と考える 
 

• 期待 

エコシステム化させていくための、プラットフォームとコンポーネント
の定義・切り分けの議論と合意形成 

異なるプラットフォーム製品を使う企業間での連携の在り方 
（プラットフォーム間がつながる？コンポーネントを介してつながる？） 
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ご清聴ありがとうございました 
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